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議 事 日 程      （６月定例会） 

日程第１ ５月定例会会議録承認について 

日程第２ 議案第36号 高松市小中学校適正配置等審議会委員の委嘱について 

日程第３ 議案第37号 高松市体育指導委員の委嘱について 

日程第４ 議案第38号 高松市図書館協議会委員の任命について 

日程第５ 議案第39号 高松市美術館協議会委員の委嘱について 

日程第６ 報告事項  

 １ 第４回高松市立幼稚園のあり方に関する懇談会の開催結果について 

 ２ 新設統合第二小学校（仮称）の教育内容について 

日程第７ 議案第40号 高松市立学校職員の給与等に関する条例の一部改正について 

日程第８ 議案第41号 高松市体育施設条例の一部改正について 

日程第９ 議案第42号 高松市庵治文化館条例の一部改正について 

日程第10 議案第43号 高松市庵治文化館条例施行規則の一部改正について 

日程第11 報告事項  

 ３ 新設統合第一小・中学校（仮称）の統合時期について 

 ４ 高松市美術館の残余金の不適正処理について 

日程第12 質疑事項 
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【平成１９年６月２１日（木） 議 事 内 容】 

 

午後２時 開会               

委員長が，会議録の署名委員に岡委員を指名。 

 

日程第１ ５月定例会会議録承認について 

 

委員長が，５月定例会会議録承認について各委員に諮り，原案のとおり可決。 

                                                   

日程第２ 議案第３６号 

   議案第３６号 「高松市小中学校適正配置等審議会委員の委嘱について」 

 

新設統合校整備室長から，平成１９年７月１日付けで高松市小中学校適正配置等審議会

委員の委嘱を行うことについて説明。 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

委員長が，各委員に諮り，原案のとおり可決。 

 

日程第３ 議案第３７号 

   議案第３７号 「高松市体育指導委員の委嘱について」 

 

市民スポーツ課長から，平成１９年７月１日付けで高松市体育指導委員の委嘱を行うこ

とについて説明。 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

委員長が，各委員に諮り，原案のとおり可決。 
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日程第４ 議案第３８号 

   議案第３８号 「高松市図書館協議会委員の任命について」 

 

中央図書館長から，平成１９年７月１日付けで高松市図書館協議会委員の任命を行うこ

とについて説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  任命区分として，学校教育関係者，社会教育関係者，学識経験者がありま

すが，これらの区分ごとに人数が定められているのでしょうか。 

○ 中央図書館長  区分ごとの人数までは定められてはいませんが，図書館法において，

「学校教育及び社会教育の関係者」，「学識経験のある者」と規定されており，高松

市図書館条例において，協議会の委員の人数は１３人以内ということが定められて

います。 

○ 委  員  例えば，学識経験者を減らして，学校教育関係者を増やすことも可能とい

うことでしょうか。 

○ 中央図書館長  可能です。 

○ 委  員  牟礼町や香川町，国分寺町に居住されている方も委員に任命されています

が，地域的なバランスも考慮されているのでしょうか。 

○ 中央図書館長  平成１７年，１８年に合併を行ったのですが，旧町にも図書館があり，

図書館協議会がありましたので，それぞれから委員の推薦をしていただいた結果，

現在のような形になっています。今後は，全市的な視点から考えて，委員の任命を 

行っていきたいと考えています。 

○ 委  員  朗読ボランティアなど，図書館の活動に携わったような方が選ばれている

のでしょうか。 

○ 中央図書館長  図書館の活動に携わったことのあることも選考のポイントになってい

ます。 

○ 委  員  新しく任命される長谷さんは，学校図書館指導員をされていたのでしょう

か。それとも教員なのでしょうか。 

○ 中央図書館長  長谷さんは，香南小学校に勤務する教員であり，新しく開館した香川
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図書館の整備検討委員会にも委員として携わってきた方です。香川図書館は，ハー

ド面では完成しましたので，今後，ソフト面の充実に力を貸していただきたいと思

っています。 

 

委員長が，各委員に諮り，原案のとおり可決。 

 

日程第５ 議案第３９号 

   議案第３９号 「高松市美術館協議会委員の委嘱について」 

 

美術館美術課長から，平成１９年７月１日付けで高松市美術館協議会委員の委嘱を行う

ことについて説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  公募で選ばれた委員は，美術関係に造詣の深い方なのでしょうか。 

○ 美術課長  ３名の方から公募委員への応募があり，内訳は，男性２名，女性１名でし

た。本人から提出のあった市民活動等の経歴や，美術館活動への理解度などを総合

的に評価して選定したのですが，選ばれた長尾さんについては，栗林公園でのボラ

ンティアガイドを務められるなど，市民活動の経歴という点で高く評価されました。 

○ 委  員  この美術館協議会は，美術品等の購入に関する選定を行う委員会とは，別

のものということでよかったでしょうか。 

○ 美術課長  高松市美術館美術品等取得調査委員会とは，別のものです。 

○ 委  員  それなら，この協議会の委員は，美術に関するプロフェッショナルの方で

なくても構わないということですね。もう一度，この協議会が行う仕事の内容を簡

単に説明してください。 

○ 美術課長  年 1回の会議を実施し，美術館で実施された事業の報告や，次年度以降の

事業計画，それに付随する様々な事業に対して意見を頂くものです。 

 

委員長が，各委員に諮り，原案のとおり可決。 

 

日程第６ 報告事項 
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   報告事項１ 「第４回高松市立幼稚園のあり方に関する懇談会の開催結果について」 

 

学校教育課長から，平成１９年６月１日に開催された第４回高松市立幼稚園のあり方に

関する懇談会の開催結果について説明。 

 

（発言する者なし） 

 

   報告事項２ 「新設統合第二小学校（仮称）の教育内容について」 

 

学校教育課長から，新設統合第二小学校（仮称）の教育内容について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  新設統合第一小・中学校（仮称）の場合，小中一貫教育ということで，ど

のようなものを目指しているのか分かりやすかったのですが，この新設統合第二小

学校（仮称）は，どういう学校を新しくつくっていくのか分かりにくい部分があり

ます。保護者や地域の方々が，学校運営に参画するということですが，これが，大

枠としての意見を聞くこということなのか，学校の授業に参加したり，教育内容の

決定にまで関わってくるなど，教育現場にまで地域の方々が関わるような大胆なこ

とまで考えているのか，配布された資料の内容では，分かりづらいと思います。 

○ 学校教育課長  地域の協力を得て学校を運営する地域運営学校（コミュニティスクー

ル）の設置について，学校を設置する教育委員会が決定できることが法制化されて

おり，そのような方向で実施してはどうかという考えもあったのですが，やはり高

松らしさを打ち出していこうということになりました。新設統合第二小学校（仮称）

が行う特色ある教育活動の一つとして，高松学習（仮称）がありますが，その活動

を実施する際には，地域の方々にボランティア的に学校へ来ていただき，地域の方々

の協力を得ながら学習を進めていくことを考えています。また，環境，安全，安心

ということも同様に，地域の方々の力を貸していただく必要があり，地域の方々の

支援を受け，これらのことを実施していくために，高松型学校サポート協議会（仮

称）を設置することを検討しています。地域と一緒に行う学習とともに，学校評価

およびその公表，このことは，今国会で可決された学校教育法にも含まれています
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が，これらの部分についても打ち出していきたいと考えています。地域の方々の協

力を得て実施した学習も含めた上で学校評価を行い，その結果を地域の方々にも戻

していきたいと思います。 

○ 委  員  学校運営そのものを地域の方々が行うのではなく，バックアップをすると

いう感じでしょうか。 

○ 学校教育課長  学校運営そのものを地域の方々が主体的に行う場合，難しい問題が起

こることも考えられますので，基本的にはバックアップという形になります。 

○ 委  員  小学１年生からの英語教育ということも記載されていますが，新設統合第

一小・中学校（仮称）の場合，特区申請によって，英語教育や教科担任制などを行

うこととなりましたが，新設統合第一小・中学校（仮称）での特区による英語教育

を，新設統合第二小学校（仮称）にまで波及させることは可能でしょうか。 

○ 学校教育課長  新設統合第二小学校（仮称）で英語教育を実施する場合，特区申請を

行う必要がありますが，それまでには，小学校にも英語が教科として採り入れられ

るという見方もあり，今後の動きを見守っていく必要があります。教科担任制につ

いては，中学校との連携が必要となってきますが，小中一貫教育ではないので難し

い部分があり，一部の教科での実施となるかもしれませんが，是非とも実施してい

きたいと考えています。 

○ 委  員  新設統合第一小・中学校（仮称）で得た知識や良かった部分を，新設統合

第二小学校（仮称）に還元するという考えを持っていただきたいと思います。 

○ 委  員  新設統合第二小学校（仮称）では，地域参画によって教育を行うというこ

とですが，小中一貫教育などのようにはっきりしたものが無いということも言われ

ています。しかし，新設統合第二小学校（仮称）の校区内には香川大学があり，こ

の大学を生かすということは大事なことであると考えていました。資料にも「大学

との連携」と記載されており，大学関係者に働きかけを行った場合，特に教育学部

の学生などは，大勢来てくれるのではないでしょうか。林小学校では，校区内にあ

る香川大学工学部の学生が学校に来てくれて，子どもたちが楽しめるような様々な

ことをしてくれていると聞いたことがありますが，この地域にも，学校をサポート

してくれる強力な力があり，きっと協力してくれると思いますので，学校側も上手

に取り入れてほしいと思います。また，「新設統合第二小学校教育プラン」として「保

護者・地域の参画」とともに，最近，問題になってきている「確かな学力の育成」
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を一番に置いていることが素晴らしいと思いました。 

○ 委  員  現在でも，学生がボランティアで来ているのではないでしょうか。 

○ 学校教育課長  香川大学の学生が，二番丁小学校や日新小学校などへ，ボランティア

として来てくれていますので，これらをベースとして，さらに拡大していきたいと

考えています。 

○ 委  員  総合的な学習の時間に限らず，ほかの教科にも地域の方々を巻き込んで教

育に協力していただくことで，特徴も出てくるのではないでしょうか。 

○ 教 育 長  日新，二番丁，四番丁の三つの小学校を統合することによってできる新し

い学校で，どのように特徴を持った教育を行うかということが重要な課題であった

のですが，いろいろと考えた結果，高松型学校サポート協議会（仮称）を設置し，

地域とともに学校をつくるということと，資料中に記載されている「確かな学力の

育成」「特色ある教育課程」「幼稚園・保育所との連携」「大学との連携」ということ

が中心となるとされました。どれが，最も大きな特徴というわけではありませんが，

この中でも，新設統合第二小学校（仮称）では，小一プロブレムに対応するために，

幼稚園・保育所とのスムーズな連携体制を採りたいと考えています。しかし，この

地域には，公立の幼稚園はありませんので，私立の幼稚園に対して，新設統合第二

小学校（仮称）が実施する小一プロブレムに対応した新しい教育内容に対する協力

を依頼することも必要になってくると思います。また，市立保育所を所管する健康

福祉部に対しては，新設統合第二小学校（仮称）において，小一プロブレムへの対

応を行う方針を打ち出していくことを伝えており，市立保育所においても小一プロ

ブレムを考慮した対応をしてほしいということを，再三，お願いしています。 

○ 学校教育課長  一つの大きな特徴を持っているというわけではありませんが，それぞ

れが特色を出していけるように研究していきたいと考えています。 

○ 委  員  私は，地域や学生の協力に対する予算面でのサポートが，どうにかならな

いのかと考えています。というのも，ボランティアでは，１，２回程度の協力はし

ていただけたとしても，長い期間，継続して協力を続けるということになれば難し

い面もあると思います。公教育である新設統合第二小学校で行うことは難しいかも

しれませんが，地域が拡がり，児童数も増えた中で，今まで以上に拡大して取り組

んでいくのですから，例え学生に対してでも，何らかの手当を出せるような予算措

置を行うことを，考えることはできないのでしょうか。 
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○ 教 育 長  このような特色ある教育を行いたいということで，ある程度の人件費的な

ものを予算要求することは可能ではないでしょうか。 

○ 学校教育課長  ボランティアの方に交通費程度のものを支給することも，予算編成の

段階で検討することであると思います。 

○ 委  員  今までよりも拡大して取り組んでいくのですから，交通費に限らず，その

ような方々が，教材を作成するための費用的なものを提供することも，メリットと

して打ち出していけば良いのではないでしょうか。 

○ 教 育 長  学校を統合することによって，現在よりも教員の数が，新設統合第一小・

中学校（仮称）では３０数人，新設統合第二小学校（仮称）では２０数人減ること

になるのですが，統合したからといって，単純に教員数を減らすのではなく，しば

らくの間，これらの統合校の人員配置について配慮してほしいということを，人事

権を持つ香川県教育委員会へ依頼しています。 

 

委員長が，日程第７ 議案第４０号から日程第１１ 報告事項４までの６件について，地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項の規定により，会議は公開しないこと

を各委員に諮り，非公開とすることに決する。 

 

日程第７ 議案第４０号 

   議案第４０号 「高松市立学校職員の給与等に関する条例の一部改正について」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第８ 議案第４１号 

   議案第４１号 「高松市体育施設条例の一部改正について」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第９ 議案第４２号 

   議案第４２号 「高松市庵治文化館条例の一部改正について」 
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＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第１０ 議案第４３号 

   議案第４３号 「高松市庵治文化館条例施行規則の一部改正について」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第１１ 報告事項 

   報告事項３ 「新設統合第一小・中学校（仮称）の統合時期について」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

   報告事項４ 「高松市美術館の残余金の不適正処理について」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第１２  質疑事項 

総務課長から，高松市教育委員会組織等検討委員会の開催結果について報告。 

総務課長および文化振興課長から，第４次行財政改革計画（原案）について説明。 

学校教育課長から，高松市立学校教諭の逮捕，懲戒免職について報告。 

学校教育課長から，麻しんによる学校閉鎖について報告。 

高松第一高等学校事務長から，高松第一高等学校において発生した火災について報告。 

午後５時 閉会 

議決事項 

「高松市小中学校適正配置等審議会委員の委嘱について」 

「高松市体育指導委員の委嘱について」 

「高松市図書館協議会委員の任命について」 

「高松市美術館協議会委員の委嘱について」 

「高松市立学校職員の給与等に関する条例の一部改正について」 

「高松市体育施設条例の一部改正について」 



 １２

「高松市庵治文化館条例の一部改正について」 

「高松市庵治文化館条例施行規則の一部改正について」 

 


